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・日本石綿協会機関紙「石綿（せきめん）」より国際石綿協会(AIA)の動向に関する記事を抜粋しました。

・「人名」欄は、その記事で挙げられた人名を無条件で記載しています。例えば、ある会議の記事にその人名が記載されていても、それが必ずしもその会議の出席者であるとは限りません。

・「出典」の表示にあるNo.の後の括弧の数字は、記事が掲載された新聞版ならその面数、冊子版ではそのページ数です。

年月日 出来事 出典 記事 人名 概要
国内 IAICに加盟 No.369(1)S51/9/25 ニュース 越川幸蔵（日本石綿製品工業会会長）

清水孝二郎（石綿スレート協会会長）
近藤紀孝（朝日石綿工業取締役）

日本石綿製品工業会と石綿スレート協会がIAICに加盟した。11月の総会に出席する。

海外 1976/11/4,5 IAIC会議 No.371(2)S51/11/25 ニュース 近藤紀孝（朝日石綿工業（株））
越川幸蔵（日本アスベスト（株）社長）

IAIC会議に出席。詳細は次号で報告する。

海外 1976/11/4,5 IAIC会議 No.372(4)S52/1/1 報告 近藤紀孝（朝日石綿工業（株））
越川幸蔵（日本アスベスト（株）社長）

IAIC会の詳細報告。会議の目的、各国石綿規制の概況、IAIC組織変更、石綿粉塵測定法、、石綿
関係疾病に係る現行知識など掲載。

国内 1977/1/28 日本石綿協会 No.374(2)S52/2/25 ニュース 近藤紀孝（朝日石綿工業（株））
越川幸蔵（日本アスベスト（株）社長）

昨年11月開催のIAIC総会に出席した2名が各方面団体を召集して、IAICへの参加は日本石綿協会
に一本化することを申し合わせた。

海外 1977/4/15 IAIC理事会 No.376(3)S52/5/24 ニュース 音馬峻（日本アスベスト取締役） 音馬峻が出席。詳細は次号に掲載と。
海外 1977/4/15 AIA理事会 No.377(4)S52/5/24 インタビュー 音馬峻（日本アスベスト（株）取締役研究部長研

究所長）
出席者、音馬峻へのインタビュー。AIAの名称について、組織の形、活動などの質問に対して回答。

国内 1977/5/24 AIA関係懇談会 No.377(2)S52/5/24 ニュース 音馬峻（日本アスベスト（株）取締役）
越川幸蔵（日本アスベスト（株）社長）

日本石綿協会はAIA懇談会を開催、日本石綿協会内にAIA部会設置、国際AIAの分担金等の協議を
行った。

国内 1977/7/11 AIA部会設置 No.379(2)S52/7/25 ニュース 越川幸蔵（日本石綿製品工業会会長）
近藤進一郎（石綿スレート協会会長）

国際石綿協会(AIA)に日本として一本化して加盟する為日本石綿協会内にAIA部会を設置した。
AIA部会規定を決定、会長に越川幸蔵、副会長に近藤進一郎を選任した。

国内 1977/11/25 AIA会長来日 No.384(12) 1978/1 ニュース リチャード・ゲーゼ（AIA会長）
シー・ジエ－・ペトロ（シー・ジエ－・ペトロ社長）
越川幸蔵（AIA部会長）

英国ケープ･アスベスト・ファイバーズ・リミテッド会長工学博士。
シー・ジエ－・ペトロ社長シー・ジエ－・ペトロと同行、11月17日来日、25日関係先を訪問。AIA部会長
越川幸蔵（日本アスベスト（株））と懇談

国内 1978/7/20 AIA部会総会 No.392(4) 1978/9 ニュース 越川幸蔵（日本アスベスト（株））
小林（通産省窯業建材課）
瀧澤利之（日本バルカ－工業（株）社長）
田中久己（日本バルカ－工業（株）特別嘱託）
近藤紀孝（朝日石綿工業（株））

昭和52年度決算、53年度予算
AIA総会日本代表出席者決定
日本バルカ－工業（株）社長　瀧澤利之
日本バルカ－工業（株）特別嘱託　田中久己
朝日石綿工業（株）　近藤紀孝

海外 1978/10/25 AIA第2回総会 No.394(6) 1978/11 ニュース 瀧澤利之（日本バルカ－工業（株）社長）
田中久己（日本バルカ－工業（株）特別嘱託）
近藤紀孝（朝日石綿工業（株））
大木克彦（伊藤忠商事（株）物資部石渡課長代
行）

英国ロンドンで開催
出席者
日本バルカ－工業（株）社長　瀧澤利之
日本バルカ－工業（株）特別嘱託　田中久己
朝日石綿工業（株）　近藤紀孝
伊藤忠商事（株）物資部石渡課長代行　大木克彦
日本の現状を瀧澤利之が報告
27日まで

海外 No.395(5) 1978/12 AIA Report 1978年AIA国際会議経過報告
海外 No.396(11) 1979/1 雑文 田中久己による出席雑感
海外 1979/4/25 第7回常任理事会 No.402(5) 1979/7 AIA Report ロンドンで開催。日本は欠席
国内 1979/5/23 日本石綿協会定時総

会
No.401(1) 1979/6 ニュース 越川幸蔵（AIA部会長） 越川幸蔵が総会で最近のAIA部会活動状況について報告

海外 1979/10/24 第8回常任委員会 No.405(1) 1979/10 ニュース 木下信一（（株）ノザワ開発部長） 木下信一（（株）ノザワ開発部長）他1名派遣決定
海外 No.406(2) 1979/11 ニュース 大木克彦（伊藤忠商事資材第二部石綿課） 他1名、大木克彦（伊藤忠商事資材第二部石綿課）に決定
海外 No.407(5) 1979/12 AIA Report ロンドンで開催
国内 1979/11/8 AIA部会 No.407(5) 1979/12 AIA Report 木下信一（（株）ノザワ開発部長）

大木克彦（伊藤忠商事資材第二部石綿課）
第8回常任理事会の報告

国内 1980/1/30 AIA理事会議長来日
講演

No.409(1) 1980/2 ニュース E・バンダー・レスト（エタニット会長） 東レグラサル社と日本スレート（株）との教務提携で28日来日。
30日日本石綿協会AIA部会有志と昼食懇談の後「石綿と健康問題」について討論会

海外 No.410(2) 1980/3 ニュース 28日来日
国内 1980/2/12 AIA執行委員会議

長、専務理事来日講
No.408(9) 1980/1 ニュース リチャ－ド・ゲーズ（議長）

ネビル・スタック（専務理事）
海外 No.409(1) 1980/2 ニュース 21日来日　インドからの帰途、日本の石綿労働者の健康と規制の現状視察、業界人との討論会た

め立ち寄る。
日本石綿協会AIA部会員と会食懇談の後講演
両氏の略歴あり

海外 No.410(2) 1980/3 ニュース 25日帰国
海外 No.410(4) 1980/3 AIA Report 2月12日のネビル・スタック卿から説明があった「国際石綿協会(AIA)の活動と現状」の内容
海外 1980/4/10 QAMA（ケベック石綿

鉱山協会）国際連絡
会議

No.411(2) 1980/4 ニュース 今井袈裟知（朝日石綿工業（株））
前北陽三（三菱商事（株）トロント事務所駐在）

カナダ・ケベック州モントロペ（ﾏﾏ）で開催
消費者大衆を直接目標においたアスベスト及びその製品の利用の奨励と促進の為の国際計画の立
案と実施のための基礎作り、AIA部会を代表して今井袈裟知（朝日石綿工業（株））、前北陽三（三菱
商事（株）トロント事務所駐在）が出席　4/11まで

海外 No.413(1) 1980/6 ニュース デポポロス（ニューヨーク大学）
セリコフ

結論として　1.マスメディアの情報に焦燥感　2.各国の情報や認識に食い違い　3.個々で石綿の名誉
回復に努力する
ニューヨーク大学のデポポロス教授により「石綿の毒性と発癌物質についての学術的再検討」の講
演あり、セリコフ博士の理論に反対した。

海外 No.414(15) 1980/7 紀行文 今井袈裟知による出席雑感
国内 1980/4/13 J・M会長　ＡＩＡ部会で

講演
No.411(2) 1980/4 ニュース J・A・マクキニー（J・M会長）

H・ハリス（J・M上級副社長）
（株）東京興業貿易商会の招待で来日

海外 No.412(1) 1980/5 ニュース 「石綿と健康問題及び石綿業の将来」について講演
海外 No.413(8) 1980/6 特集 JM社会長マッキニー氏　講演会速記録
海外 1980/4/22 AIA摩擦材諮問委員

会(FMAP)第1回集合
No.413(1) 1980/6 ニュース 信元久隆（曙ブレーキ工業（株）） 西独・ケルンで開催

海外 No.414(14) 1980/7 紀行文 信元久隆による出席雑感
国内 1980/5/20 日本石綿協会定時総

会
No.413(4) 1980/6 ニュース 田邊将實

山邊卓郎
AIA部会の決算、予算承認。AIA部会長決定
AIA部会長　田邊将實
同副会長　山邊卓郎

海外 1980/6/10 AIA粉じん測定諮問
委員会(DMAP)カリ
キュラム

No.413(5) 1980/6 ニュース 吉田宣（浅野スレート（株）） フランス・カンヌで開催

海外 No.415(5) 1980/8 紀行文 吉田宣による出席雑感
海外 1980/10/22 第10回常任理事会 No.417(1) 1980/10 ニュース 小野拓章（浅野スレート専務）

坂東鋭一（丸紅）
第10回常任理事会に小野拓章（浅野スレート専務）坂東鋭一（丸紅）が出席する

海外 No.421(9) 1981/2 AIA Report ロンドンで開催　議事録
海外 No.422(9) 1981/3 AIA Report 第10回理事会で報告された各国の石綿規制の現状
国内 1980/11/20 ＡＩＡ部会会議 No.419(1) 1980/12 ニュース 小野拓章（浅野スレート専務

坂東鋭一（丸紅）
AIA本部第10回常任理事会の報告
これ以上の規制強化を避ける努力しつつあることが感じられた

国内 1981/5/14 日本石綿協会定時総
会

No.425(4) 1981/6 ニュース AIA部会の決算、予算承認

海外 1981/5/27 第3回隔年会議 No.424(1) 1981/5 ニュース 山邊卓郎（日本石綿協会会長）
佐藤嘉躬（日本アスベスト（株））
井上忠泰（三菱セメント建材）
松永浩志（伊藤忠商事）

海外 No.426(1) 1981/7 ニュース Van der Rest（議長）
Stack（事務局長)
Gaze（執行委員長）
Baum（西独･長官）
Mr.Costa（伊・バランジエロ鉱山)

ロンドンで開催
今回の会議のテーマ「石綿の将来」

海外 No.426(7) 1981/7 AIA Report AIA隔年総会における各国代表者による講演要旨
海外 No.427(15) 1981/8 AIA Report AIA隔年総会における各国代表者による講演要旨（前号の続き）
海外 No.427(9) 1981/8 報告 ロンドンで開催、出席した佐藤嘉躬の報告「石綿は安全に使用できる」という考えが強く打ち出され

たが、代替品の出現と使用は回避できないという結論、EECの動きに警戒
海外 1981/10/29 AIAシーリング諮問委

員会
No.430(1) 1981/11 ニュース 瀧澤利壽（日本バルカー工業（株）社長） AIA部会代表として瀧澤利壽（日本バルカー工業（株）社長）出席

国内 1981/12/23 副会長会議、AIA部
会会議

No.432(10) 1982/1 ニュース 日本石綿協会はAIA部会内に「安全衛生委員会」の設置を決定

海外 1982/5/24 第14回理事会 No.440(10) 1982/9 AIA Report 田邊将實（AIA部会長） モントリオールで開催
海外 1982/10/6 第15回常任理事会 No.444(39) 1983/1 AIA Report ロンドンで開催。日本は欠席。第15回常任理事会議事録抄
海外 No.445(10) 1983/2 AIA Report 第15回常任理事会議事録抄（前号につづく）
国内 1982/10/20 AIA部会 No.442(1) 1982/11 ニュース 細田裕（国鉄中央保健管理所医学博士） 会長副会長会、安全衛生委員会合同会議

「石綿(せきめん)」誌に掲載された国際石綿協会(AIA)関連の記事
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年月日 出来事 出典 記事 人名 概要
海外 1982/11/3 前AIA執行委員会議

長　リチャード・ゲー
ゼ博士逝去

No.443(2) 1982/12 ニュース 山辺卓郎（日本石綿協会会長）
田邊将實（AIA部会長）

英国ケープ・アスベスト重役
81年以降は顧問

海外 1983/5/3 第4回隔年総会 No.448(2) 1983/5 ニュース 小栗山善彦（日本石綿協会専務理事）
野村研一（伊藤忠商事）

フランス･パリで開催。小栗山善彦（日本石綿協会専務理事）野村研一（伊藤忠商事）参加
第1セッション･･･職場における粉塵規制　　第2セッション･･･労働者の医学的監視
第3セッション･･･情報と労働者の訓練　　第4セッション･･･調査
第5セッション･･･石綿の安全使用と環境　　第6セッション･･･労働者の補償と製品の責任
第7セッション･･･製品の開発と代替品　　5日まで

海外 No.450(1) 1983/7 ニュース マーセル・ヴァルタット
田邊将實（朝日石綿工業社長）
Van der Rest（会長)

1，石綿に対する信頼の欠如は全くない　　2，我々ではなく他人が何を信じるかが重要
3，代替物、置換への動きは感情的なもの　　4，作業を通じての訓練、禁煙
5，医学的、科学的研究の継続･支援　　6，工場を近代化
7，大気中の繊維の見通し　　8，代替品に対して石綿の長所で対抗しろ
9，石綿を健康の状況における種々の側面で再確認
10，石綿と健康の状況に対する戦略と戦術
危険の認知は重要、社会が危険をよりよく理解することの必要性

海外 No.450(10) 1983/7 AIA Report 閉会のスピーチ　E・ヴァン・デル・レスト
海外 No.451(12) 1983/8 AIA Report 閉会のスピーチ（つづき）　E・ヴァン・デル・レスト
海外 No.451(6) 1983/8 雑文 第4回隔年総会、第16回理事会･年次総会に出席した小栗山善彦の日記
海外 1983/5/6 第17回常任理事会 No.452(7) 1983/9 AIA Report 各会員（各国）の現状報告（抄録）（1）　オーストラリア、ベルギー、フィンランド、ギリシャ他の報告

海外 No.453(10) 1983/10 AIA Report 各会員（各国）の現状報告（抄録）（2）　南太平洋、アメリカ、オランダ、南アフリカ他の報告
海外 1983/9/17 AIA医学分科会 No.471(9) 1985/4 AIA Report 18日まで　AIA医学分科会議議事録抜粋
海外 1983/11/9 第18回常任理事会 No.456(35) 1984/1 AIA Report 各会員（各国）の現状報告（抄録）　オーストリア、デンマーク、フィンランド他の報告
国内 1983/11/17 日本石綿協会AIA部

会
No.455(1) 1983/12 ニュース 細田裕 (1)ILO専門家会議に主席していた国鉄細田裕博士の帰朝報告

(2)米国EPAに対するAIA加盟国の抗議文に関して
海外 1984/5/9 第19回常任理事会 No.461(10) 1984/6 AIA Report ロンドンで開催（日本は欠席）　会員各国の状況報告　ノルウェー、デンマーク、フィンランド他の報告
海外 No.462(10) 1984/7 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　南アフリカ、ナイジェリア、英国その他の報告
国内 1984/5/23 日本石綿協会定時総

会
No.461(1) 1984/6 ニュース 田邊将實

瀧澤利壽
田邊将實がAIA部会長退任、瀧澤利壽就任

海外 1984/10/29 第5回粉じん会議 No.466(1) 1984/11 ニュース 古賀國昭（ニチアス）
神山宣彦（労働省産業医学総合研究所職業病研
究部主任研究官）

南ア・ヨハネスブルグで開催。古賀國昭（ニチアス）神山宣彦（労働省産業医学総合研究所職業病研
究部主任研究官）出席

海外 1984/12/5 第20回常任理事会 No.468(40) 1985/1 AIA Report ロンドンで開催　会員各国の状況報告　デンマーク、フィンランド、オランダその他の報告
海外 No.470(9) 1985/3 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　ギリシャ、スペイン、ノルウェーその他の報告
海外 1985/5/7 第5回隔年総会

第21･22回理事会
No.472(1) 1985/5 ニュース 小栗山善彦(日本石綿協会専務理事)

広井浩(日本バルカー)
川口充(三菱商事)

議題は①石綿と環境②三次元の世界③全体粉塵方策④作業現場での作業実施⑤新しい医学証拠
によるむづかしい質問への回答⑥代替原料⑦AIAの将来
出席者は小栗山善彦(日本石綿協会専務理事)広井浩(日本バルカー)川口充(三菱商事)　10日まで

海外 No.473(2) 1985/6 ニュース ロバートE・レイトン(加・鉱山大臣)
ヴァンデル・レスト(会長)
ノーマン・キング(英・環境局)他

イギリスのロンドンで開催
ヴァンデル・レスト会長「最終的には規則を守って石綿を使用してゆくならば、石綿の将来は明るい」

海外 No.473(9) 1985/6 AIA Report 加・鉱山大臣Robert E.J.Laytonの講演速記
海外 1985/5/7 第21回常任理事会 No.474(9) 1985/7 AIA Report ロンドンで開催　会員各国の状況報告　英国、ノルウェー、イスラエルその他の報告
海外 No.475(6) 1985/8 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　ベルギー、オランダの報告
海外 No.475(11) 1985/8 AIA Report Van der Rest会長の総括演説
海外 No.476(7) 1985/9 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　SPAA（ﾏﾏ）、メキシコ、ブラジルその他の報告
海外 No.477(8) 1985/10 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　ドイツ、インド、アメリカその他の報告
海外 No.478(8) 1985/11 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　アメリカ、スイス、フランスその他の報告
海外 1985/12/12 第23回常任理事会 No.480(35) 1986/1 AIA Report ロンドンで開催　会員各国の状況報告　オランダ、デンマーク、フィンランドその他の報告
海外 No.481(8) 1986/2 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　英国、アメリカ、ギリシャその他の報告
海外 No.483(6) 1986/4 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　ベルギー、オーストリア、スェーデンその他の報告
海外 No.484(7) 1986/5 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　南アフリカ、インド、フランスその他の報告
海外 1986/5/22 第24回常任理事会 No.486(9) 1986/7 AIA Report ロンドンで開催　会員各国の状況報告　ノルウェー、南アフリカ、フィンランドその他の報告
海外 No.487(12) 1986/8 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　アメリカ、ナイジェリア、オランダその他の報告
海外 No.488(6) 1986/9 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　メキシコ、ブラジル、デンマークの報告
海外 No.489(6) 1986/10 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　デンマーク、ベルギー、スイスの報告
海外 No.490(6) 1986/11 AIA Report 会員各国の状況報告(つづき)　スイス、インド、イスラエルその他の報告
海外 第25回常任理事会 No.493(8) 1987/2 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　ブラジル、フィンランド、ギリシャその他の報告
海外 No.494(8) 1987/3 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　ドイツ、デンマーク、スイスの報告
海外 No.496(8) 1987/5 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　インド、ドイツの報告
海外 1987/5/19 第6回隔年会議 No.497(1) 1987/6 ニュース 瀧澤利壽（日本バルカ-工業）

広井浩（日本バルカ-工業）
松永浩志（伊藤忠商事）

モントリオールで開催。出席者は瀧澤利壽（日本バルカ-工業）広井浩（日本バルカ-工業）松永浩志
（伊藤忠商事）。
議題は①石綿の社会的･経済的影響②有害物質－公益との関連について③粉塵測定に関する報
告、20日の分科会では①医学関係の報告②粉塵問題に関する報告③環境問題に関する報告④取
り壊し問題に関する報告。

海外 No.498(8) 1987/7 AIA Report 40カ国280名出席。政府代表、業界、労働組合,科学者がこの分野における最近の研究、1986年の
ILO条約を考慮に入れながら、意見の交換を行った。

海外 第26回常任理事会 No.498(7) 1987/7 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　ブラジル、西ドイツ、ケニアその他の報告
海外 No.499(8) 1987/8 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　イギリス、ギリシャ、アメリカその他の報告
海外 No.500(10) 1987/9 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　オランダ、オーストリアの報告
海外 第28回常任理事会 No.505(6) 1988/2 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　ケニア、ベルギー、ナイジェリアその他の報告
海外 No.506(6) 1988/3 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　南アフリカ、オーストリア、インドその他の報告
海外 No.507(6) 1988/4 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　オランダ、チリ、カナダその他の報告
海外 No.508(8) 1988/5 AIA Report 会員各国の状況報告(4)　ドイツ、フランスの報告
海外 第29回常任理事会 No.511(8) 1988/8 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　チリ、オーストリア、ケニアその他の報告
海外 No.512(8) 1988/9 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　ギリシャの報告
海外 No.513(8) 1988/10 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　米国、カナダ、ドイツその他の報告
海外 No.514(8) 1988/11 AIA Report 会員各国の状況報告(4)　オランダ、イタリア、デンマークその他の報告
海外 第30回常任理事会 No.518(7) 1989/3 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　アメリカ、ブラジル、ベルギーその他の報告
海外 No.519(7) 1989/4 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　フランス、ギリシャ、ポルトガルその他の報告
海外 No.520(7) 1989/5 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　ドイツ、南アフリカ、オランダその他の報告
海外 1989/5/29 第7回隔年次総会、第

31･32回常任理事会
No.522(2) 1989/7 ニュース Mr.E.バンデルレスト(AIA会長)

C･ホージュ(カナダ石綿研究所所長)
ネービルスタック(AIA専務理事)
F･バックマイヤー(新会長)
D・ブュイージ(新専務理事)
X・ラティー
瀧澤　利壽（日本バルカ-工業）
廣井　浩（日本バルカ-工業）
松永　浩志（伊藤忠商事）

ベルギーのブリュッセルで開催
総会では各国の規制と代替繊維に話題が集中
会長と専務理事の新任
31日まで

海外 No.523(10) 1989/8 AIA Report 第31回常任理事会における会員各国の状況報告　ブラジル、デンマーク、フィンランド他の報告
海外 第33回常任理事会 No.531(9) 1990/4 AIA Report 会員各国の状況報告(1)　オーストリア、ベルギーの報告
海外 No.532(8) 1990/5 AIA Report 会員各国の状況報告(2)　オランダ、ブラジルの報告
海外 No.533(8) 1990/6 AIA Report 会員各国の状況報告(3)　フィンランド、ケニア、スペインの報告
海外 No.534(3) 1990/7 AIA Report 会員各国の状況報告(4)　メキシコ、インド、イスラエルその他の報告
海外 No.535(2) 1990/8 AIA Report 会員各国の状況報告(5)　イギリス、アメリカの報告
国内 1990/5/10 AIA会長来日 No.533(1) 1990/6 ニュース Frity Bachimyer（会長）

Damiel Bouige（専務理事）
インド、スリランカ、インドネシア、韓国等訪問の後立ち寄る。
10日通産省表敬訪問、11日（株）アスク石岡工場見学、わが国業界との意見交換会

国内 1990/10/1 日本石綿協会定款変
更

No.537(1) 1990/10 ニュース AIA部会の下部組織だった安全衛生委員会が独立した組織になった

海外 1993/5/11 第８回国際石綿協会
総会

No.570(18) 1993/7 編集後記 ジャック・ダニカン パリで開催　石綿の管理使用が各国の考え方　12日まで

海外 1995/5/28 第9回隔年次総会 No.595(1) 1995/8 報告 ジボアン（AIA会長）
デュプレ－（加・LBA社CEO兼社長）
ヒューストン（加・AI専務理事）
ブイジ（AIA専務理事）

テーマ「使用に当たって、企業責任を認識し、環境に配慮する」
第1セッション「石綿の管理しように関し、科学的見地からの有効な考え方」
第2セッション「石綿の使用及び石綿製品の製造に於ける、粉塵管理と廃棄物管理面での先進技
術」
第3セッション「法規制面での、最近の動向」
第4セッション「石綿製品の今後」
第5セッション「石綿粉塵濃度の測定とその環境管理について」
第6セッション「使用に当たって企業責任を認識し、環境に配慮する」

海外 No.595(19) 1995/8 編集後記 会長をはじめ約10名が出席　31日まで
海外 No.596(1) 1995/9 報告 ルザーシ（ILO労働安全衛生部アドバイザー）

ボフェッタ（IARC：国際がん研究機関）
ギブス（国際労働衛生学会）

第9回国際石綿協会総会の報告
－「管理使用、企業責任、環境への配慮」という国際的コンセンサスを確認－

海外 AIA本部移転 No.618(3) 1997/7 ニュース 1月より仏で石綿製品が禁止されたので米に仮事務所を設置。正式な本部は加に置くことで合意。
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年月日 出来事 出典 記事 人名 概要
海外 1997/11/10 欧州評議会の社会，

保健および家族問題
対策会議

No.628(1) 1998/5 報告 ブライアン　テイラー 国際石綿協会欧州諮問会議を代表して講演。パリで開催
「規定どおり管理されていれば危険はない」

海外 1998/9/17 クリソタイル石綿国際
会議

No.624(15) 1998/1 ニュース ランガー（ニューヨーク市立大学環境科学研究所
部長）

AIA各年次会議を引き継いだもの。加連邦政府、ケベック州政府、ケベック労組、加石綿研究所、
AIA共催。加・モントリオールで開催。
副題「企業責任を認識し、安全性に配慮した使用」。「規制問題」「管理技術」「粉塵測定技術」「作業
標準」等の講演と討論。19日まで

海外 2002/6/10,11第58回総会　理事会 No.676(1) 2002/7/8 報告 高橋康弘（伊藤忠商事セラミック・建材部工業素
材課）

ロンドンで開催。NATIONAL REPORT(各国の石綿関連の現況報告)に基き各国の石綿規制の状況
を報告。

海外 2002/5/27,28AIA第60回総会　理
事会

No.682(1) 2003/7/8 報告 飯塚洲一（日本石綿協会会長）
大石(日本石綿協会広報）

リスボンで開催。会長のスピーチ要旨「日本では原材料の代替化の他に機能代替化が進んでいて、
代替化に関する調査をユーザーも行いその意見が大きく影響した。」
日本のNATIONAL REPORT付


